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名前  

島川雅史（しまかわ まさし） 

所属    

英語科 

職名 

教授 

出身大学 

1974 年 3 月 立教大学文学部史学科卒業 

出身大学院 

1980 年 3 月 立教大学大学院文学研究科博士後期課程 満期退学 

取得学位 

政治学修士（早稲田大学） 

専門分野 

歴史学・政治学 

担当科目、セミナー （2011 年度） 

 歴史学 AB 社会思想史 AB 国際関係論 AB 人間と社会セミナーI,II 

     アメリカ史 I,II アメリカ研究 I,II 

所属学会 

 日本西洋史学会 日本アメリカ学会 日本アメリカ史学会 日本同時代史学会  

     歴史教育者協議会 

 

 

研究情報 

 

研究課題  

          アメリカ政治史・政治思想史 日本近現代政治・社会思想史 インターネット 

     の社会的意味 

 

研究業績 

著書・訳書 

 

*『アメリカ東アジア軍事戦略と日米安保体制 --付・国防総省第四次東アジア戦略報告』 社会 

 評論社（1999） 

*『アメリカの戦争と日米安保体制--在日米軍と日本の役割』 社会評論社（2001） 

*『[増補]アメリカの戦争と日米安保体制--在日米軍と日本の役割』 社会評論社（2003） 
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*『[増補]アメリカ東アジア軍事戦略と日米安保体制 --付・国防総省第四次東アジア戦略報告/

日米同盟-未来へ向けての再編成と再調整』 社会評論社（2006） 

*『アメリカの戦争と在日米軍--日米安保体制の歴史』社会評論社（共編著：2003） 

*『天皇制を考える』 新教出版社（共著：1990） 

*『市民運動のためのインターネット --民衆的ネットワークの理論と実際』 社会評論社（共著： 

 1996） 

* K.R.マッケンジー『イギリス議会 --その歴史的考察』 敬文堂（共訳：1977） 

* W.T.ヘーガン『アメリカ・インディアン史』 北海道大学出版会（共訳：初版 1983,第三版 1998） 

 

 論文 

 

*「ジェファソンと"黒人"奴隷制」『史苑』36 巻 1 号 立教大学史学会（1975） 

*「アメリカ革命の論理と黒人奴隷の論理」『政研論叢』4号 早稲田大学大学院政治学研究科 

 （1976） 

*「ジェファソンと人種問題」早稲田大学修士論文 (1977) 

*「ジェファソンとインディアン問題」『アメリカ研究』12 号 アメリカ学会（1978) 

*「現人神と靖国の思想」『立教女学院短期大学紀要』14 号（1983） 

*「現人神と八紘一宇の思想」『史苑』43 巻 2 号（1984） 

*「清水知久『ベトナム戦争の時代』と学生の反応」『アメリカ史研究』10 号 アメリカ史研究会 

 （1987） 

*「アメリカ革命の論理とインディアンの論理」『立教女学院短期大学紀要』22 号（1991） 

* 「『即位の礼・大嘗祭』と立教女学院短期大学学生の意識」『立教女学院短期大学紀要』23 号 

 （1991） 

*「清水知久氏とアメリカ史研究の意味 --日本の『ニューレフト史学』と『恥』の意識」『アメ 

 リカ史研究』15 号（1992） 

*「清水知久氏とアメリカ史研究の意味 2 --文献目録」『立教女学院短期大学紀要』24 号（1992） 

*「湾岸戦争と学生の意識」『立教女学院短期大学紀要』24 号（1992） 

*「皇太子結婚と皇室妃のイメージ --立教女学院短期大学学生の女性像・皇室像」『立教女学院 

 短期大学紀要』26 号（1994） 

*「運動の情報センターとしてのホームページ」民衆のメディア連絡会編『市民メディア入門』  

 創風社出版（1996） 

*「２１世紀の日米『ガイドライン』安保 --外務省の『安保再定義・新ガイドライン』インター 

 ネット広報をめぐって」『立教女学院短期大学紀要』29 号（1997） 

*「『民衆のメディア』としてのインターネット」『歴史地理教育』574 号 歴史教育者協議会(1998)  

*「アメリカ国防総省『東アジア戦略報告(1995)』の論理構造」『立教女学院短期大学紀要』30 
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 号 (1998)  

*「アメリカの東アジア戦略と日米安保体制」歴史学研究会『歴史学研究』731 号 青木書店 

   (1999)  

*「米軍基地と日米安保体制 --解禁秘密文書が語る『基地自由使用』と『核兵器』」『年報日本現 

 代史』6号 現代史料出版 (2000)  

*「男は洋服・女は和服 --近代服装文化の思想」歴史教育者協議会編『学びあう 女と男の日本 

 史』青木書店（2001） 

*「90 年以降のアメリカの軍事戦略」全国憲法研究会編『法律時報増刊・憲法と有事法制』 日 

 本評論社 (2002) 

*「ブッシュ政権のめざす世界秩序」『未来をひらく教育』130 号 全国民主主義教育研究会（2003） 

*「星条旗はためく下に --アメリカの『国旗崇拝』と『9.11 事件』」『立教女学院短期大学紀要』 

 34 号 (2003) 

*「日米安保体制と自衛隊の海外出動」『自衛隊を戦場に送るな』 派兵チェック編集委員会  

  (2003) 

*「慰霊と『国家への献身』--アメリカの『靖国』」田中伸尚編『国立追悼施設を考える』樹花舎 

 （2003） 

*「慰霊と国家への献身--アメリカの『靖国』と『英霊』」『立教女学院短期大学紀要』35 号(2004) 

*「『アメリカ一極覇権』と２１世紀の世界」『歴史地理教育』667 号 (2004) 

*「ブッシュ政権の軍事戦略--米軍の『再編成』」『米軍再編とは何か』 派兵チェック編集委員会    

 （2004） 

*「世界規模の米軍再編をどう読むか」『インパクション』150 号 インパクト出版会 （2006） 

*「米国軍事戦略における在日米軍再編・自衛隊再編統合の位置付け--『アーミテージ報告』か 

 ら『日米同盟』への展開」『米軍再編を問う』派兵チェック編集委員会（2006） 

*「イラクの現状と自衛隊派兵の意味」『歴史地理教育』696 号（2006） 

*「イラク占領と『歴史の教訓』--『日本占領』の再現か『第二のベトナム』か」『アメリカ史研 

 究』29 号 アメリカ史学会（2006） 

*「日米安保の再定義から自衛隊のイラク派遣へ」アメリカ学会編『原典アメリカ史』 第 9巻 岩 

 波書店（2006） 

*「イラク戦争 軍人たちの反戦運動--『第二のベトナム』と『対抗文化』ふたたび」『歴史地理 

 教育』711 号（2007） 

*「覇権国家アメリカと民主主義のグローバリズム--『マニフェスト・ディスティニー』と『十 

 字軍』の論理」杉田米行編『アメリカ<帝国>の失われた覇権』三和書籍(2007) 

*「グアンタナモ米軍基地の歴史と『強制収容所』--『アメリカの戦争』の詩と真実」『歴史評論』 

 712 号 歴史科学協議会(2009) 

*「シビリアン・コントロールの現代的意味--『文官・政府・議会』を制御する必要」『派兵国家 
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 の２０年を問う』派兵チェック編集委員会 (2009) 

*「米国の世界戦略と日米安保体制の歴史」小沢隆一・丸山重威編『民主党政権下の日米安保』 

 花伝社 (2011) 

 

 評論・小論・講演記録等 

 

*「靖国信仰と学問の自由」『世界』9月号 岩波書店（1985） 

*「天皇教と満州建国神廟」『わだつみのこえ』82 号 日本戦没学生記念会（1986）〔同会編『今 

 こそ問う天皇制』筑摩書房（1989）所収〕 

*「湾岸戦争・正義・日本」『わだつみのこえ』93 号（1991)  

*「即位の礼・大嘗祭と大学生の意識」『わだつみのこえ』95 号（1992）  

*「『平和国家』の欺瞞 --竹内芳郎氏の意見広告批判をめぐって-」『市民の意見 30 の会・東京ニ 

 ュース』19 号（1993） 

*「『社会的象徴』としての天皇と皇太子妃」『へるめす』44 号 岩波書店（1993） 

*「後方支援という名の参戦 --足は手の仕業に関係がないか」『市民の意見 30 の会・東京ニュー 

 ス』23 号（1994） 

*「読売改憲案の意図するもの」『市民の意見 30 の会・東京ニュース』27 号（1995） 

*「日・琉・米を結ぶインターネット」『世界』2月号（1996） 

*「外務省の『安保再定義』インターネット広報 --アメリカ前方展開戦略への加担」『市民の意 

 見 30 の会・東京ニュース』37 号（1996） 

*「沖縄・米軍基地問題資料 --インターネットとフロッピーディスク-」『わだつみのこえ』103 

 号（1996） 

*「情報の全国的共有のために --FAX とインターネットとフロッピーディスク」<教科書に真実 

 と自由を>連絡会編『自由主義史観 --50 人の反論』 かもがわ出版 (1997) 

*「ブッシュ政権の『国家安全保障戦略』--『先制攻撃』と『デモクラシーのグローバリズム』」 

 『派兵チェック』121 号 派兵チェック編集委員会 (2002)  

*「慰霊と招魂--アメリカの靖国」『季刊・運動経験』10 号 軌跡社（2003） 

*「イラク戦争とアメリカの論理」『国連・憲法問題研究会連続講座報告』第 31 集 国連・憲法 

 問題研究会（2003） 

*「ブッシュ政権と『侵攻』の論理--湾岸戦争・アフガニスタン侵攻・イラク侵攻」『アフガニス 

 タン国際戦犯民衆法廷公聴会記録』第 9集 アフガニスタン国際戦犯民衆法廷実行委員会（2003）

（英訳 "Bush Administration and the Rhetoric of 'the Invasion'-- The Gulf War I, the  

 Afghan War, and the Gulf War II" も所収） 

*「米軍再編と連動する自衛隊再編--日米『一体化』同盟の推進」『市民の意見 30 の会・東京 ニ  

  ュース』100 号 (2007) 
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*「アメリカ憲法」「フランス憲法」歴史教育者協議会編『ちゃんと学ぼう 憲法』青木書店（2008） 

*「恒久派兵法と日米安保体制・国連」『恒久派兵法を許さない--イラク派兵違憲判決を受けて』  

 新しい反安保行動をつくる実行委員会（2008） 

 

書評・研究動向 

 

*「マクラフリン『アメリカ独立革命における宗教の役割』」『アメリカ独立革命研究の最近の動 

 向』立教大学アメリカ研究所（1976） 

*「アメリカ革命における民衆の位置 --武則忠見著『民衆とアメリカ革命』をめぐって」『社会 

 運動史』7号 社会運動史研究会 (1978)  

*「被差別者ゆえの国際性 --マクドナルド『日本回想記』」『日本読書新聞』2040 号（1980） 

*「アメリカ史像を再構築する作業 --富田虎男『アメリカ・インディアンの歴史』」『日本読書新 

 聞』2178 号（1982） 

*「斉藤孝『昭和史学史ノート』」『歴史公論』11 月号 雄山閣（1985） 

*「堀切和雅『30 代が読んだ「わだつみ」』」『わだつみのこえ』97 号（1993） 

*「反天皇制・反戦への疾走 --天野恵一『「恋愛結婚」じかけの天皇制』・国家と儀礼研究会編『雅 

 子の真実』」『月刊フォーラム』10 月号 社会評論社（1993） 

*「中野勝郎『アメリカ連邦体制の確立』」『アメリカ学会会報』113 号（1994） 

*「岡部一明『インターネット市民革命 --情報化社会・アメリカ編』」『アメリカ学会会報』124 

 号（1997） 

*「運動の中から生まれた『くさてぃ』--沖縄軍用地違憲訴訟支援県民共闘会議編 『くさてぃ 公       

  開審理闘争の記録』」『インパクション』108 号 (1998) 

*「『安保再定義』の背景を垣間みる --グリーン、クローニン編『日米同盟--米国の戦略』」『派兵 

 チェック』91 号 派兵チェック編集委員会 (2000)  

*「明田川融『日米行政協定の政治史 --日米地位協定研究序説』」『歴史学研究』738 号 (2000) 

*「菅英輝/Ｇ・フック/Ｓ・ウエストン編著『アジア太平洋の地域秩序と安全保障』」『アメリカ 

  学会会報』142 号（2001） 

*「藤原帰一著『デモクラシーの帝国̶̶アメリカ・戦争・現代世界』」『季刊ピープルズ・プラ 

 ン』21 号 ピープルズ・プラン研究所 (2003) 

*「藤岡惇著『グローバリゼーションと戦争--宇宙と核の覇権めざすアメリカ』」『アメリカ学会 

 会報』156 号（2005） 

*「『アメリカ帝国』と『戦後日本国家』の諸相--武藤一羊『「アメリカ帝国」と「戦後日本国家」 

 の解体』をめぐって」『季刊・運動経験』20 号 (2007) 

*「菅英輝/石田正治編『２１世紀の安全保障と日米安保体制』」『東アジア研究』9号 東アジア 

 学会（2008） 
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*「我部政明著『戦後日米関係と安全保障』」『歴史評論』700 号 (2008) 

*「浅川保著『偉大な言論人 石橋湛山』」『歴史地理教育』735 号 (2008) 

*「日高六郎『私の憲法体験』」『わだつみのこえ』134 号 (2011) 

 

  口頭発表・講演 

 

*「ジェファソンと人種問題」アメリカ史研究者研究セミナー（1978） 

*「ジェファソンの民衆像」西洋史学会年次大会（1979） 

*「皇室妃の女性像」国家と儀礼研究会例会（1992） 

*「研究メディアとしてのパソコン通信」労働民衆史研究会セミナー（1993） 

*「靖国神社と朝鮮人学徒兵」フォーラム'90s 年次大会分科会（1995） 

*「『民衆のメディア』としてのインターネット」シンポジウム <情報化社会としてのアメリカ>  

 アメリカ学会年次大会 (1999) 

*「『正義』から『国益』へ、そして『デモクラシーのグローバリズム』への展開」 -- 湾岸戦争 

 から 9.11 事件まで」サンフランシスコ講和条約・日米安保条約発効 50 周年シンポジウム  

  <日米安保体制と在日米軍基地> 主催・南山大学アメリカ研究センター 共催・名古屋アメリ 

  カ研究会 (2002) 

*「イラク戦争とアメリカの論理」国連・憲法問題研究会 (2003) 

*「ブッシュ政権と『侵攻』の論理--湾岸戦争・アフガニスタン侵攻・イラク侵攻」アフガニス  

  タン国際民衆法廷第 16 回公聴会（2003） 

*「イラク戦争とアメリカの戦略」京都歴史教育者協議会（2005） 

*「北朝鮮問題と日米安全保障体制」調布憲法九条の会（2006) 

*「米軍再編と連動する自衛隊再編」市民の意見 30 の会・東京 (2007) 

*「恒久派兵法と米軍再編・国連」新しい反安保行動をつくる実行委員会（2008） 

*「米国の世界戦略と日米安保」シンポジウム『軍事同盟のない世界へ-改定 50 年の安保条約を 

  問う』同シンポジウム実行委員会 (2010) 

 

その他 

 

*「アメリカ独立革命」他 23 項目執筆『日本大百科全書』小学館（1984-1989） 

*「セーラー服」他 5項目執筆『日本女性史事典』吉川弘文館 (2007) 

  

 


